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当院は、急性期入院加療・救急・がん診療を三本柱とした診療を
登録医の先生を中心とした連携によって展開しています。

独立行政法人　労働者健康安全機構　東北労災病院
●地域医療支援病院　●地域がん診療連携拠点病院　●災害拠点病院
●臨床研修指定病院　●日本医療機能評価機構認定病院
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　東北労災病院にがんセンターが設立されたのは平成28年（2016年）４月１日のことです。国

のがん対策の一環として平成14年度に地域がん診療拠点病院の指定制度が発足し当院は当時の

関係者の尽力もあり平成15年には仙台医療圏の地域がん診療拠点病院としての指定を受けてい

ます（平成18年からは「地域がん診療連携拠点病院」と改称）。平成16年９月には院内に腫瘍内

科や外来化学療法センターを設置してがん診療の体制を整えていきました。がん緩和ケアやがん

登録、腹腔鏡補助下手術などに関しては宮城県内でも早くから取り組み指導的な役割を果たして

きました。

　しかし、そうした取り組みを院外へ発信・連携する取り組みが不足ではないか、との反省のも

とに、当院のがん診療の一層の充実を期して、それまであった「がん診療委員会」を「がんセン

ター委員会」に改組して、その下に「化学療法」「緩和ケア」「キャンサーボード」（以上、毎月

開催）「がん登録」（適宜開催）の他に「患者相談」（隔月開催）の部会を追加発足しました。「セ

ンター」と言っても専用の部屋や人員はありませんが上記の部会の活動を月１回定例の委員会で

集約しています。特記すべきは年に２回（２月・８月）の委員会には連携登録医・調剤薬局・が

ん患者会、令和３年度からはさらに宮城県対がん協会から１名ずつの外部委員を委嘱して出席し

ていただいております。院外からの視点で貴重なご助言をいただいております。

　今年４月からは仙台医療圏に東北医科薬科大学病院が新規に指定されました。その指定の際の

宮城県から提示された「考え方」では下の表のように当院は地域的には「主に仙台医療圏北部の

がん患者」さんを受け持ち「がん相談、リハビリテーション、（治療と就労の）両立支援などを

多く実施」していることが評価され、「緩和ケアや患者支援分野の充実」がさらに期待されてい

ます。

https://www.mhlw.go.jp/content/10901000/000726746.pdf

 

○仙台医療圏の地域拠点病院の役割分担
病院名 仙台医療センター 東北労災病院 東北医科薬科大学病院

地域的役割
・�主に仙台医療圏中心
部のがん患者を受け
持つ

・�主に仙台医療圏北部
のがん患者を受け持
つ

・�主に仙台医療圏東部
のがん患者を受け持
つ

治療の役割
・�高度な治療、先進的
な治療を提供できる
体制を整備

・�がん相談、リハビリ
テーション、両立支
援などを多く実施

・�集学的治療を提供で
きる体制を整備

今後、期待
する役割

・�都道府県拠点に準ず
る、高度ながん治療
の提供

・�緩和ケアや患者支援
分野の充実

・�がん治療に精通した
医師の養成
・�地域医療との連携強
化

　　■　　がんセンター

当院の専門センター紹介
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　末筆ながら、当院がんセンターはがんセンター公開セミナーおよび台原がんセミナーを開催し

ています。新型コロナ（COVID-19）の感染拡大防止のために昨年度は開催を見合わせておりま

したが、リモート会議の経験も蓄積され、今後、下記の日程にてリモートで台原がんセミナーを

開催します。詳細は地域医療連携センターから改めて、お知らせいたします。参加無料ですがご

参加は事前登録制となりますので、施設のスタッフの方も含めてご参加いただきたいと存じます。

　６月11日（金）　18時～　「乳がん診療の現状」（院外講師に石田孝宣東北大学教授）

　９月10日（金）　18時～　「胃がんの治療」　　 （院外講師に室圭愛知がんセンター副院長）

ご不明の点は、地域医療連携センターまでお問合せください。

今後とも、がん診療を含めて当院へのご指導ご鞭撻のほどをよろしくお願いいたします。

（文責　丹田　滋：腫瘍内科部長・がんセンター長）

　当院は日本乳癌学会の認定施設で、COVID-19による医療逼迫の中、登録医を始め多くの医療

機関より患者さんのご紹介をいただき、手術制限等がある状況下に多くの手術を行うことができ

たことを、この場を借りて皆様に深謝申し上げます。

　この１年の変化としては、昨年４月より乳腺外科に大學特定看護師（NP）が加わり、手術助

手や処置を中心に活躍しています。更に、本年４月から田中菜摘子医師（９年目）を迎えて、本

多・千年大勝の２名体制から４名のチームとなりました。引き続き、豊島隆先生（仙台乳腺クリ

ニック）並びに吉田清香先生（乳腺専門医：木曜外来）にご協力いただいております。更に２月

に最新の超音波装置が入ったこともあり、スタッフ増に伴い水曜日の新患枠を増やすべく、外来

の移設を検討中です。詳細が決定しましたら改めてご報告いたします。

　当科の乳がん診療の特色として以下の２点が挙げられます。

１） 病理医３名（常勤２・非常勤１）の強みを活かして、RI・色素法併用によるセンチネルリ

ンパ節生検（２mm切片検索）と温存術切除断端（４方向）の迅速病理診断を行い、高い同

定率と正確な診断で郭清省略とリンパ浮腫予防に加え、根治性を高めています。また、病理

技師の協力もあり、針生検で約１週間・手術標本で約２週間以内に免疫染色を含む病理結果

をお伝えしています。

２） 乳腺センターとして、週１回、腫瘍内科・緩和ケア内科・放射線治療医、看護師（乳がん看

護・がん化学療法看護・緩和ケア認定）、薬剤師に、両立（就労）支援コーディネーター２

名を加え多職種による乳腺カンファレンスを行い、チーム医療で患者さんに最適な治療・支

援を受けていただく体制を構築し、きめ細かい対応と情報共有並びに患者さんの社会復帰に

　　■　　乳腺外科・乳腺センター

当院の専門センター紹介
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努めております。また、術前・術後化学療法（特にdose dense治療）や免疫療法等は腫瘍

内科と、再発後のケアは緩和ケア内科と協同で対応しています。

　乳房再建は東北大学形成外科と共同で行い、19年からは特別認定施設の認定を受け、二次再

建等も可能となりました。18年より当科患者さんを対象にHBOC（遺伝性乳がん卵巣がん症候群）

のスクリーニング及び認定遺伝カウンセラーの安田さん（非常勤：石巻赤十字病院）による遺伝

カウンセリング（月１回）を行い、院内でBRACA検査等に対応しています。また、リハビリ科・

作業療法士（OT）の協力により、乳がん手術全例に術前・術後評価を含むがんリハビリ体制が

確立しました。19年からは乳がんリスク因子である体脂肪量減少を目的に、管理栄養士による

栄養管理・InBody測定を行い、チーム医療の輪を拡げております。

　AYA世代へのサポートとして、昨年２月には当院にてPink Ring Summit（若年者乳がんの会）

を開催できましたが、コロナ禍において、患者サロン・患者会の充実やピアサポート対応が今後

の課題と考えます。

　ご紹介の新患の方は、月・火・木・金に地域医療連携センターにてご予約可能であり、新患枠

を増やしてお待たせしないよう最大限努めております。今後ともご紹介を何卒よろしくお願い申

し上げます。

�（文責　本多　博：乳腺外科部長・乳腺センター長）

【年別手術例数】
原発乳がん
（うち両側） 温存（率） 全摘 乳房再建

（TE）
再発など
悪性

良性・
その他 計

2018年 117（1） 67（57%） 51 7 2 21 140

2019年 159（1） 80（50%） 80 6 9 19 187

2020年 142（0） 81（57%） 61 7 9 13 166

当院の専門センター紹介

カンファレンスの一コマ

乳腺センターのメンバー
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人事異動のお知らせ
採　　　用 R３.４.１付

副院長（整形外科） 井　樋　栄　二 運動器疾患を保存的、外科的に治療します。

内 科

竹　田　俊　一 真摯に対応させて頂きます。
高　橋　美　岐
萱　場　瑶　子

今　成　賢士郎 ニーズに合わせた医療を提供できる様に心掛
けています。

塩　谷　梨沙子
大　友　　　梓
河　野　雄　一

外 科
齋　藤　　　匠 安心を感じる医療を心がけます。

小　野　　　翼 患者様に納得のいく医療をご提供できるよう
日々努力していきます。

乳 腺 外 科 田　中　菜摘子 皆様が前向きな気持ちで治療に臨めるよう全
力でサポートします！

整 形 外 科
松　澤　　　岳 丁寧な説明と安全で確実な治療を心がけま

す。
國　井　知　典 膝関節を専門にしております。
原　田　健　登 よろしくお願い申し上げます。

皮 膚 科 谷　田　佳　世 丁寧な説明を心がけて頑張ります。

眼 科 星　　　佳　佑 安全かつ適切な医療を心がけております。宜
しくお願い致します。

耳 鼻 科
白　倉　真　之 分かりやすい説明と、安全な医療を心がけて

おります。
戸　塚　大　幾 よくきこえる声でお話ししたいと思います。

麻 酔 科 安　齋　寛　之

退　　　職 R３.３.31付 退　　　職 R３.３.31付
救 急 科 武　藤　満　完

外 科
佐　藤　亜　美

整 形 外 科
八　田　卓　久 名久井　佑　子
大野木　孝　嘉

内 科

佐　藤　　　拓
呼 吸 器 内 科 伊　藤　あゆみ 山　口　貴　之

耳 鼻 咽 喉 科
小　泉　祥太郎 鈴　木　令　子
石　垣　賢　人 加　藤　彩　佳

眼 科 髙　橋　成　奈 珠　蘭　其其格

地 域 医 療 連 携 セ ン タ ー か ら



東北労災病院 外来診療担当表（令和３年５月１日）

　　　 独立行政法人 労働者健康安全機構 東北労災病院
〒981-8563　宮城県仙台市青葉区台原4-3-21

受付時間　8：15～11：00
代表電話 022-275-1111　代表FAX 022-275-4431

地域医療連携センター
直通電話 022-275-1467　直通FAX 0120-772-061

曜日
科/部門 月　曜　日 火　曜　日 水　曜　日 木　曜　日 金　曜　日

特殊外来・各種教室等
名称 曜 時間

総合診療科 小　山　二　郎 小　山　二　郎 小　山　二　郎 小　山　二　郎 小　山　二　郎 完全予約制

内
　
　
　
　
科

胃腸内科

白　木　　　学 浜　田　史　朗 小　島　康　弘 浜　田　史　朗 小　島　康　弘
齋　藤　晃　弘 武　田　瑶　平 近　藤　　　穣 白　木　　　学 近　藤　　　穣
斎　藤　紘　樹 半　田　朋　子 清　水　貴　文

大　原　秀　一 大　原　秀　一

内視鏡
上部 大　原　秀　一 

浜田/近藤
大　原　秀　一 

近藤/半田
大　原　秀　一 
浜田/齋藤（紘）

大　原　秀　一 
近藤/半田/山川/武田

大　原　秀　一 
浜田/齋藤（晃）/玉渕/清水　　　　　　　　　　 

下部 小島/清水　 小島/白木 白木/玉渕/武田 小島/齋藤（晃）/齋藤（紘） 白木/半田/武田

肝臓科
小　林　智　夫 阿　部　直　司 阿　部　直　司 阿　部　直　司 外来担当医
山　川　　　暢 山　川　　　暢 小　林　智　夫

腫瘍内科 森　川　直　人 丹    田     　滋 丹   田　   　滋 森　川　直　人 丹    田     　滋 院外新患は毎週月・木・金曜日
の午後（予約制）

緩和ケア内科 小笠原　鉄郎11:00～12:00 小笠原　鉄郎9:00～12:00 小笠原　鉄郎11:00～12:00 小笠原　鉄郎9:00～12:00 小笠原　鉄郎11:00～12:00
糖尿病・
代謝内科 今野　陽介（登録医新患）　 鴇田　　藍（登録医新患） 中村　麻里（登録医新患） 今野　陽介（登録医新患）　 鴇田　　藍（登録医新患）

循環器内科　　　　　　
田中　光昭（新患）

高　橋　貴久代
宇塚　裕紀（新患） 田中　光昭（新患）

田中　光昭（新患/第1･3･5）
宇塚　裕紀（新患/第2･4）

高橋　貴久代（再来） 田中　光昭（再来） 宇塚　裕紀（再来） 高橋　貴久代（再来）

高血圧内科 金　野　　　敏 宗　像　正　徳 宗像（第2・4）、金野（第1・3・5） 
（院外新患のみ） 宗　像　正　徳 金　野　　　敏

腎臓内科 神　田　　　学 神　田　　　学 完全予約制　　　　　　　　　　　　　　　

呼吸器内科

三　浦　元　彦 榊　原　智　博 田　代　祐　介 三　浦　元　彦 榊　原　智　博 喘息外来 
(予約制） 月 14:00～

15:00

田　代　祐　介 大　塚　竜　也 中　村　　　優 中　村　　　優 大　塚　竜　也 重症喘息外来 
(予約制） 木 14:00～

15:00

谷　津　年　保 谷　津　年　保 禁煙外来 
(完全予約制） 火 14:00～

16:00
呼吸器外科 保　坂　智　子 保　坂　智　子

心療内科
町　田   貴　胤 町　田   貴　胤 町　田　貴　胤 町　田　貴　胤 町　田　貴　胤 新患は火・水曜日のみ

完全予約制町　田   知　美 町　田   知　美 町　田　知　美 町　田　知　美 町　田　知　美

小 児 科

千　葉　　　靖 千　葉　　　靖 高　柳　玲　子 高　柳　玲　子 千　葉　　　靖 午後診（すべて予約制)
乳児健診（小島)：木曜14：00～
乳児健診（及川)：
月・金曜14:00～【不定期】
予防接種：火・木曜14：00～
腎臓外来（千葉靖)：木曜14：00～

高　柳　玲　子 沼　田　美　香 沼　田　美　香 小　島　三千代 沼　田　美　香

及川　智子（不定期） ― 及川　智子（不定期）

外
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　

消化器外科
成　島　陽　一 消化器外科担当医（新患のみ） 松　村　直　樹 徳　村　弘　実 野　村　良　平 ヘルニア外来：月・火・木・金�

胆石外来：月・火・木・金
胃外科：金（受付14時まで）
大腸外科：水�
ストーマ外来：火曜午後予約制
※�乳腺外科：月・火・木・金の午後
は新患のみで予約制

佐　藤　　　馨 野村　良平／平嶋　倫亮 本　山　一　夫

大腸肛門外科
高　橋　賢　一
羽根田　　　祥

乳腺外科 本　多　　　博 ※本多　博（午後新患のみ） 千　年　大　勝（第1週）　　　
吉田　清香（第2週以降）

（午前）　本　多　　　博　　　　　　　　　　　
（午後）　千　年　大　勝

整
形
外
科

関　　節

井樋   栄二（午前のみ） 小　河　裕　明 ①信　田　進　吾 小　河　裕　明 井樋   栄二（10:30まで） ①信田進吾　第３水曜　午後不在
信　田　進　吾 奥　野　洋　史 ②小　河　裕　明 國井  知典（午前のみ）　 信　田　進　吾 ②小河裕明　第４火曜　午後不在
奥　野　洋　史 國井　知典（午前のみ）　 國井　知典（午前のみ）　 奥野　洋史（午前のみ）　
佐　藤　　　諒 松澤　　岳（午前のみ）　 佐　藤　　　諒 松澤　　岳（午前のみ）　

松澤　　岳（午前のみ）　 三浦　慎次郎（午後のみ） ―

脊　　椎
日下部　　　隆 ※①日下部　　　隆 日下部　　　隆 ※①日下部隆　第２・４木曜　午後不在
松　谷　重　恒 ※②松　谷　重　恒 松　谷　重　恒 ※②松谷重恒　第１・３木曜　午後不在

原田　健登（午前のみ）　 原田　健登（10:30～12:00）　

脳神経外科・脳卒中科
柏原　茂樹（午前） 柏原　茂樹（午前） 柏原　茂樹（午前） 柏原　茂樹（午前） ※月・木・金曜の午後の受付は

　14:00まで高橋　智子（午後） 高橋　智子（午後） 高橋　智子（午後）

皮膚科
谷　田　宗　男 谷　田　宗　男 谷　田　宗　男 武　田　佳　奈 谷　田　宗　男 ※水曜受付10：00まで【手術日】�

　月・火・木午後検査（予約制）谷　田　佳　世 武　田　佳　奈 谷　田　佳　世 谷　田　佳　世 武　田　佳　奈

泌尿器科
阿部　優子（新患） 浪　間　孝　重 浪　間　孝　重 櫻　田　　　祐 新患担当医
浪　間　孝　重 島谷　蘭子（新患） 島谷　蘭子（新患） 梅本　秀俊（新患） 阿　部　優　子

産婦人科 阿　部　祐　也 ― 女性担当医師 阿　部　祐　也 ― ※�月・水・木曜日の午前のみ　完全
予約制

眼　　科
植　松　　　恵 植　松　　　恵 植　松　　　恵 植　松　　　恵 植　松　　　恵 ※月曜日�（受付10時まで）

※火・木曜日　手術日（受付10時まで）
※水・金曜日�午後検査（予約制）�

星　　佳佑（午前のみ） 星　　　佳　佑 星　　　佳　佑 星　　　佳　佑 星　　　佳　佑
東北大学医師（午前のみ） ― ― ― ―

耳鼻咽喉科

渡　邊　健　一 渡　邊　健　一 渡　邊　健　一 渡　邊　健　一 渡　邊　健　一
手術日　月・水・金
再来予約制

舌下免疫療法：木曜午後
（完全予約制）

織　田　　　潔 織　田　　　潔 織　田　　　潔 織　田　　　潔 織　田　　　潔
鵜　沼　むつ貴 鵜　沼　むつ貴 鵜　沼　むつ貴 鵜　沼　むつ貴 鵜　沼　むつ貴
戸　塚　大　幾 戸　塚　大　幾 戸　塚　大　幾 戸　塚　大　幾 戸　塚　大　幾
白　倉　真　之 白　倉　真　之 ― 白　倉　真　之 白　倉　真　之
入間田　美保子 ― 大　山　健　二 大　山　健　二 ―

リハビリ科
小　松　恒　弘 心リハ外来 心リハ外来 小　松　恒　弘 心リハ外来

※外来院内紹介は午前のみ�
※東北大学医師（第5を除く）

放射線治療科 田　邊　隆　哉　 田邊　隆哉（新患） 田　邊　隆　哉 田　邊　隆　哉 田邊　隆哉（新患） 完全予約制

リウマチ科
― 畠　山　　　明 畠山　　明（新患） 畠　山　　　明 ―

完全予約制
新患は電話で予約加　藤　一　郎 加藤　一郎（新患） 加　藤　一　郎 ― 加　藤　一　郎

― ― ― 太　田　宗　夫 ―

歯　　科
永　井　浩　美 永　井　浩　美 永　井　浩　美 永　井　浩　美 永　井　浩　美

完全予約制
塚　田　　　甲 塚　田　　　甲 塚　田　　　甲 塚　田　　　甲 塚　田　　　甲


